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１．はじめに

塩害を受けるコンクリート中の鉄筋腐食速度に対して凍結

融解作用が及ぼす影響は未だ充分には明らかにされていない。

本研究では、凍結融解作用を受けたコンクリート供試体を塩

水噴霧による劣化促進実験に供し、そのコンクリート中の鉄

筋腐食速度を測定することによって、腐食速度に及ぼす凍結

融解作用の影響を把握するものである。

２．実験概要

鉄筋を有するコンクリート供試体の概要を に、コン図－１

100 100クリートの配合を にそれぞれ示す。供試体は ×表－１

× の直方体であり、まずその半分のコンクリートを打200mm

設して硬化した後に残りの半分を打設することによって打継

面を設け、塩化物イオンの浸入を促している。コンクリート

中の鉄筋は 丸鋼を使用し、鉄筋と打継面が交差する長さ9mm

の部分(分割鉄筋)は他の部分(カソード鉄筋と称する)と9mm

は分断されているが、両者は導線によって電気的に接続され

ている。腐食速度測定時には、この導線を分断することによ

って両者の腐食速度を別個に測定することができる。

60%表－２に供試体の一覧を示す 供試体の水セメント比は。

と の 水準であり、凍結融解作用( )に サイ40% 2 ASTM C 666 900

クル暴露した シリーズ(供試体名 、 )と、凍結融解作A A60 A40

用に曝さない シリーズ( 、 )の 種類を用意し、これらB B60 B40 2

を塩水噴霧による劣化促進実験に使用した。同一条件の供試

体を 体作成している。 シリーズ供試体の凍結融解試験時に3 A

おける相対動弾性係数を に示す(同一条件の 体の平均図－２ 3

値)が、 サイクルに至るまで変動は認められない。900

劣化促進実験の前には、供試体全表面のうち暴露面( ×100

)を除いた 面はエポキシ樹脂でコーティングし物質の200mm 5

浸入を遮断した。その後、 週間の劣化促進実験に供し、腐5

食速度の測定を行なった。 に劣化促進実験の劣化サイ図－３

。 、クル( サイクルの所要時間 週間)を示す サイクル中には1 1/2 1

、 、濃度 の塩化ナトリウム水溶液を噴霧する期間と 温度 ℃3% 20

湿度 の定温定湿を保つ期間を繰り返す。ミクロセル50%R.H.

供試体図－１

コンクリートの配合表－１

供試体の一覧表－２

相対動弾性係数図－２

劣化サイクル図－３
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水セメント比60%
水セメント比40%

W/C
水 セメ 細骨材 粗骨材 AE剤 高性能

(%) ント 減水剤
40 170 423 643 1090 0.135 2.961
60 170 283 682 1019 0.091 0

単位量(kg/m
3
)

塩水
噴霧

定温定湿

20℃, 50%R.H.20℃

24hr. 60hr.
1サイクル(84hr.)
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腐食速度は、ポテンショスタットを用

いた交流インピーダンス法によって行

ない、マクロセル腐食速度は、カソー

ド鉄筋と分割鉄筋との間の電流を測定

することによって、分割鉄筋の単位面

積当たりの腐食速度を求めた。

３．実験結果

～ に水セメント比と凍結融図－４ ７

解作用の有無が異なる各供試体の、分

割鉄筋部の鉄筋腐食速度を単位表面積

当たりの腐食電流密度としてまとめる。

凍結融解作用を受けていない シリーズB

供試体( ， の および 供試図－５ ７ B60 B40

体)の腐食速度は、 週間目に至るまで5

ほぼ横ばいである。それに対して凍結

図融解作用を受けた シリーズ供試体(A

60% A60－４ ６， 、)では 水セメント比 の

供試体の腐食速度はミクロセル、マク

ロセルともに時間の経過に従って増大

しており、水セメント比 の 供試40% A40

体は 号供試体は腐食速度が増大してい1

るものの、 号供試体は目立った増大は2

示していない。このことから、水セメ

ント比による傾向の差はあるものの、

コンクリート打継面での鉄筋腐食速度

に対して凍結融解作用の影響が顕著で

あると言える。

コンクリートの相対動弾性係数は、

900図－２に前掲したように、凍結融解

サイクルに至るまでほとんど変化が無

く、凍結融解促進試験において広く用

いられている相対動弾性係数では材料

としての劣化を捉えることはできてい

ない。それにもかかわらず、鉄筋腐食

速度の測定では、凍結融解作用によって明らかに腐食速度が増加していることが確認された。

４．まとめ

相対動弾性係数の点では凍結融解作用による材料の変状は示されていなかったのにもかかわらず、塩水噴

霧による劣化促進実験では、鉄筋腐食速度に及ぼす凍結融解作用の影響は顕著であった。ただし、この傾向

は水セメント比によって差異が認められた。また、今後は、塩化物イオンの浸透深さとも関連づけた上での

検討を進める必要がある。

号供試体 号供試体(a) (b)1 2

腐食電流密度( 供試体)図－４ A60

号供試体 号供試体(a) (b)1 2

腐食電流密度( 供試体)図－５ B60

号供試体 号供試体(a) (b)1 2

腐食電流密度( 供試体)図－６ A40

号供試体 号供試体(a) (b)1 2

腐食電流密度( 供試体)図－７ A40
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